隕石が光り出し、一筋の閃光が天空に走った!
な、なんだ……!」呆然と立ちすくむぼく。そんなぼくの耳に、突如「ぶんぶんぶーん
という虫の羽音がとびこんできた。見れば、閃光の中から、1匹のかぶと虫が!
「わしはかぶと虫…ではない!10年後の未来からやってきた。わが名はブンブーン」
か、かぶと虫がしゃべった〓
か、かぶと虫がしゃべった〓0
〓40ヘ
2O2
むこうみずなナメクジが体当りをかましてきた!かわせる〓と思ったが、足がズルッ
とすべって、みぞおちにバキッ!(HPマイナス3)
「いてて……よおし、こうなったら〓
ぼくは精神を集中させ、Pk必殺を放った!さすが効果てきめん!むこうみずなナメ
クジは即座に体をけいれんさせ、そのまま動かなくなった。
●クにチェックがあれば306ヘ●なければ2
2O3
ツーソンに引き返したぼくは、すぐにアップルキッドに会った。
「これがタコ消しマシンだよ。必要になるだろうと思って、作っておいたんだ」

